
1992年出土の木簡

れ
て
い
る
。

③

i
り
は
い
わ
ゆ
る
付
札
木
簡
と
考
え
ら
れ
、
同
様
の
形
態
の
も
の
が
全
体

の
約
半
数
を
占
め
て
い
る
。
③
ー
④
は
、
具
体
的
な
品
目
の
記
載
は
な
い
も
の

の
、
同
一
の
数
量
、
形
状
を
と
る
こ
と
か
ら
、
定
期
的
な
貢
進
物
の
付
札
で
あ

っ
た
可
能
性
が
強
い
。
内
容
物
と
し
て
は
、
古
代
越
後
を
代
表
す
る
特
産
物
で

あ
る
「
鮭
」
を
想
定
す
る
の
が
最
も
妥
当
で
あ
ろ
う
。
⑮
も
貢
進
物
付
札
で
、

越
中
国
射
水
郡
に
関
わ
る
ウ
ジ
名
で
あ
る
「
射
水
臣
」
某
の
記
載
が
あ
る
。
本

木
簡
の
出
土
は
、
古
志
郡
内
に
も
「
射
水
臣
」
が
分
布
し
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
お
り
、
古
志
郡
が
頸
城
・
魚
沼
・
蒲
原
の
三
郡
と
共
に
越
中
国
か
ら
分
離
さ

れ
、
越
後
国
に
編
入
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
的
過
程
を
、
間
接
的
で
は
あ
る
が
裏

付
け
る
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

①
⑧
⑫
は
文
書
様
の
木
簡
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
小
片
の
た
め
詳
細
は
不
明

で
あ
る
。
⑧
は
「
郡
・
・・
」
と
書
き
始
め
て
お
り
、
郡
以
下
は
職
名
等
で
あ
る
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

⑨
ー
⑪
は
習
書
木
簡
で
あ
り
、
「
是
」
「
道
」
「
有
」
「
人
」
等
の
文
字
が
習
書

さ
れ
て
い
る
。
⑬
も
同
様
の
木
簡
で
、
墨
痕
に
新
旧
が
認
め
ら
れ
る
。

今
回
出
土
の
木
簡
や
、
「
郡
」
や
「
大
領
」
な
ど
の
墨
書
土
器
か
ら
、
本
遺
跡

は

「
古
志
郡
街
」
と
関
連
す
る
可
能
性
が
強
ま
っ
た
が
、
郡
街
に
限
定
す
る
に

は
い
く
つ
か
未
解
決
の
点
も
あ
り
、
複
合
的
な
官
街
で
あ
っ
た
可
能
性
も
残
さ

木簡の釈文及び解釈については、国立歴史民俗博物館の平川南氏、

新潟大学の小林昌二氏にご教示いただいた。（田中靖）
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